
主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 備考（時期・対象）

① 【満足度指標】
授業等においてChromeBookやiPad等の
情報機器が効果的に活用され、学習意
欲の喚起につながっている。

｢授業等において情報機器が効果的に活用され
て学習意欲が高まった｣と回答する生徒の割合
が
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

授業アン
ケート
（7月､12月
／生徒対
象）

② 【満足度指標】
学力向上のために、授業の目標やねら
いを明確にして、内容の説明や教材が
工夫されており分かる授業が展開され
ている。

｢授業の説明や教材が工夫されており、分かり
やすい授業である｣と回答する生徒の割合が
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

授業アン
ケート
（7月､12月
／生徒対
象）

③ 【努力指標】
生徒がICT機器を進路学習・総合的な探
究の時間等に活用できるよう、個々に
応じた進路指導を行う。

｢ICT機器(Chromebook)を利用して自身の進路学
習・総合的な探究の時間の学習ができている｣
と回答する生徒の割合が
Ａ　80％以上
Ｂ　70％～79％
Ｃ　60％～69％
Ｄ　60％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／生徒対
象）

④ 各教科において、科目の特性や生徒一人一人の習
熟度に応じた課題設定に務めている。また、昼休
みや放課後等に個別の学習指導を実施するなど、
授業外においても生徒に寄り添った指導体制が定
着している。一方で、課題設定については、実施
が教員ごとの工夫にとどまっている部分もあり、
教員間の連携を含めた組織的な取組が必要であ
る。

【努力指標】
生徒個々の学習状況の把握や学力定着
を図るために適切な質・量の課題を課
すことができる。

｢生徒個々の学習状況を把握し、学力定着を図
る課題を課している｣と回答する教員の割合が
Ａ　80％以上
Ｂ　70％～79％
Ｃ　60％～69％
Ｄ　60％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／教員対
象）

⑤ 一部の生徒において、将来に対する目的意識や進
路選択への主体性が十分ではなく、進路未決定者
への対応が課題となっている。今後は、既存の進
路行事や総合的な探究の時間における活動の充実
を図り、生徒が「自己の在り方・生き方」を深く
見つめ直す機会を一層拡充していく必要がある。

【成果指標】
進路ガイダンスや進路講話等を利用し
て、1年、2年における進学又は就職の
希望未定者数を抑制する。

｢進路希望未定者の割合を1年次は10％以下、2
年次は5％以下とする｣ことについて
Ａ　いずれの目標も達成できた
Ｂ　片方の目標を達成できた
Ｃ　どちらの目標も達成できなかった

Ｃは具体
的な改善
策を検討
する。

進路志望調
査
（5月､9月､1
月／生徒対
象）

⑥ 進路に関する情報収集や学習への取組に個人差が
見られ、具体的な行動に結び付いていない生徒が
一定数存在する。また、個に応じた進路指導につ
いては、さらなる充実が求められ、本人の進路希
望の実現に向けた支援の在り方に課題が見られ
る。今後は、生徒一人一人の状況に応じた指導の
一層の充実を図る必要がある。

【成果指標】
個に応じた進路指導を行い、本人の進
路希望を実現した生徒の割合を90％以
上とする。

進路希望を実現した生徒の割合を90％以上とす
る
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃは具体
的な改善
策を検討
する。

進路実績

令和８年度　自己評価計画書
石川県立内灘高等学校

重点目標 具体的取組

１ 分かる授業の実践と主体
性の育成
　ICTの効果的な活用と
協働的な学びの深化を通
して、生徒一人ひとりの
基礎学力向上及び主体的
な学びを促進し、課題を
見つけ解決する力を育む
ことで個々の進路実現に
つなげていく。

授業や朝学習等において
Chromebookを活用し、
Google for Educationの各
種機能を効果的に取り入れ
た学習活動を推進する。あ
わせて、家庭学習の在り方
を見直し、学習の質と量の
向上を図る。これらを通し
て、生徒一人一人の個別最
適な学びを実現するととも
に、協働的な学びの充実を
図り、基礎学力の定着・向
上につなげる。さらに、そ
の成果を進学・就職等の進
路実現に結び付ける。

教務課
進路指導課

GIGAスクール構想に基づき、ICT機器を活
用した公開授業を校内研修として実施し、
教員の授業力向上に取り組んでいる。その
結果、ICT活用の意識や実践は一定程度進
んできている。一方で、生徒が生成AIを活
用し、個別最適な学習機会を得られるよう
にするためには、教員の指導力をさらに高
めていく必要がある。



主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 備考（時期・対象）

① 【満足度指標】
生徒がいじめのない安心できる学校生
活を送ることができる。

｢学校はいじめに対しての取組や指導をしっか
り行っている｣と回答する生徒の割合が
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／生徒対
象）

② 【努力目標】
家庭において、スマートフォン等の使
用ルールについて話し合う機会を作る
よう、働きかけをしていく。

｢家庭において、半年に１度、スマートフォン
等の使用ルールについて話し合い、SNSトラブ
ル回避を行った｣と回答する保護者の割合が
Ａ　60％以上
Ｂ　50％～59％
Ｃ　40％～49％
Ｄ　40％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／保護者対
象）

③ 進路実現に向けた情報収集や具体的な行動に結び
ついていない生徒が一定数見受けられ、将来の展
望や興味・関心の喚起が課題となっている。生徒
が自身のキャリアを「自分事」として捉え、意欲
的に課題解決に取り組むためには、探究学習をそ
の足掛かりとして機能させることが不可欠であ
る。

【努力指標】
生徒の探究心を引き出す効果的な導入
手法や指導プロセスについて、教員間
での研究・共有を組織的に推進する。

課題探究について「自分の将来につなげるテー
マを考えた」とする生徒の割合が
Ａ　70％以上
Ｂ　60％～69％
Ｃ　50％～59％
Ｄ　50％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（12月／生
徒対象）

④ 地域や保護者との連携は概ね良好に推移してい
る。今後は、保護者の不安や疑問に対して、これ
まで以上に迅速かつ丁寧に対応できる体制の整備
を図る必要がある。

【満足度指標】
生徒は本校に進学して良かった、保護
者は進学させて良かったという満足度
が一層向上している。

｢本校に進学して（させて）良かった｣と回答す
る生徒・保護者の合計の割合が
Ａ　80％以上
Ｂ　70％～79％
Ｃ　60％～69％
Ｄ　60％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／生徒・保
護者対象）

① 同窓生の多大なご協力のもと、年に２回の社会人
講話や同窓生による就職試験前の模擬面接を行っ
ている。事後の生徒アンケートにおいても好意的
な回答が多い。今後は生徒が地域のために自分が
できることを考え、自ら行動できるような機会を
増やしていくことが必要である。

【努力目標】
同窓会や地域との連携に基づくイベン
トや行事を通して、生徒の地域社会へ
の参画意識を高める。

「同窓会や地域との連携を実感した」と回答す
る生徒の割合が
Ａ　70％以上
Ｂ　60％～69％
Ｃ　50％～59％
Ｄ　50％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／生徒対
象）

② 本校は、海岸線に位置し、津波や高潮のリスクも
高く、生徒の安全確保が喫緊の課題である。今後
は地域と連携し､防災教育に努める必要がある。

【努力目標】
年2回の避難訓練に加え、保護者や地域
住民と連携した防災体験学習を実施
し、生徒の防災意識と実践力を向上さ
せる。

｢定期的な訓練と情報共有で安全な学校環境の
構築に努め、防災教育に貢献した」と回答する
教員の割合が
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／教員対
象）

③ 学校ホームページや内高だよりにおける情報発信
は、保護者の方から多くの好意的なご意見をいた
だいている。今後は学校ホームページのアクセス
数を定期的に把握・分析するとともに掲載内容や
発信方法の工夫を図り、魅力ある情報発信を継続
する必要がある。

【努力指標】
学校ホームページやお知らせの充実等
により、各ニーズに応じた学校の取組
についての情報発信を行う。

｢情報発信が効果的にされており、学校の教育
活動が理解できる｣と回答する保護者の割合が
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／保護者対
象）

④ 生徒89％、保護者99％の肯定的回答を得ているも
のの、転退学者が若干名いることを踏まえて、目
的意識を持って高校生活を送ることが求められて
いる。

【満足度指標】
生徒は本校に進学して良かった、保護
者は進学させて良かったと満足度を一
層向上する。

｢本校に進学して良かった｣と回答する生徒・保
護者が
Ａ　80％以上
Ｂ　70％～79％
Ｃ　60％～69％
Ｄ　60％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／生徒・保
護者対象）

３ 地域社会とともにある学
校づくり
　地域とともにある学校
を目指し、学校ホーム
ページ等を通じて積極的
に情報発信を行うととも
に、同窓会や地域との連
携の充実を図る。

積極的な情報の発信と収集
に努め、進学や就職した卒
業生や地域の教育資源等を
利活用して、生徒の地域社
会への参画意識を高める。

総務課

石川県立内灘高等学校

重点目標 具体的取組

２ 挨拶・人間関係づくりな
どに留意した生徒指導や
教育相談の実践
　生徒の基本的生活習慣
の確立を図り、規範意識
を高めるとともに、18歳
成人に向けて自己決定力
を育む。

挨拶やマナーなど、良好な
対人関係の基盤となる行動
について具体的な指標を示
し、全校的な生徒指導の方
針として徹底する。あわせ
て、スマートフォン等の利
用の在り方について、家庭
でのルールづくりを促進す
るため、生徒及び保護者が
主体的に考えることができ
るよう、情報発信の充実を
図る。

生徒課
保健相談課
総務課
学年

担任を中心に学年・学校全体で生徒観察や情報共
有を密に行う体制が整っており、いじめアンケー
トにおいても深刻な事案の報告は受けていない。
今後はこの教員間のチームワークを基盤としつ
つ、いじめの芽を早期に摘み取る組織的な未然防
止を徹底する。また、スマートフォン等に起因す
る誹謗中傷やネット犯罪への対応については、加
害者・被害者双方を出さないよう、家庭との連携
を一層強化していく必要がある。



① 【成果指標】
各自が効率よく業務分担を図り、時間
外勤務の縮減に努める。

｢担当業務においてタイムマネジメント意識を
高め、効率的な業務と協力体制の構築により、
時間外勤務の縮減につながった｣と回答する教
員の割合が
Ａ　80％以上
Ｂ　70％～79％
Ｃ　60％～69％
Ｄ　60％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／教員対
象）

② 【努力指標】
各課主任や学年主任が担当課におい
て、業務の効率化に積極的に取り組ん
でいる。

｢デジタル技術を活用し、業務の効率化を図る
ことについて積極的に取り組んでいる」と回答
する主任の割合が
Ａ　90％以上
Ｂ　80％～89％
Ｃ　70％～79％
Ｄ　70％未満

Ｃ、Ｄは
具体的な
改善策を
検討す
る。

学校評価ア
ンケート
（7月､12月
／主任教員
対象）

教職員の意識向上により、時間外勤務の削減に向
けた計画的な業務遂行が定着しつつある。一方
で、教員数が限られていることから、特定の分掌
や主任等に業務が集中している実態があり、課内
での共通理解に基づく適切な業務分担が課題と
なっている。今後は各課・各学年における校務の
効率化と情報の共有化を徹底することで、組織的
かつ持続可能な業務改善を推進する必要がある。

４ 教職員の多忙化改善
　組織的な連携とICT活
用で業務効率化を図り、
教員が創造的な教育活動
に注力できる環境を整備
する。

教員自らが働き方を見直
し、担当業務においてタイ
ムマネジメント意識を高
め、効率的な業務と協力体
制の構築により、時間外勤
務の縮減につなげる。

教頭


